
 
学校教育目標  

「ふるさと中原を担う生徒の育成」 

   ～自律と共同を通して～ 

 
今回の学校だよりは、佐賀県学習状況調査について、令和4年度佐賀県立高校受検制度について、故事成語⑬

「推敲」、「箸にも棒にも掛からない」の意味、天建寺橋について、難解語句、12月中旬～3月の主な行事予定
について紹介します 

 

○ 佐賀県学習状況調査について 
12月1日(水)、2日(木)に、1，2年生対象に佐賀県学習状況調査を実施し

ました。佐賀県では、12月のこの調査を基礎・基本の確実な定着や指導方
法の工夫改善に活かすためのものと位置付けて、毎年実施しています。1
日目は、国語と数学、2日目は、理科と社会と英語というように、5教科実
施しました。 

   今後の予定として、採点、集計、分析し、3学期の学習に活かしていき
たいと思います。個人の学習状況調査結果については、3学期にお知らせ
することになると思います。写真は、1日目の国語の調査の様子です。 
  

○ 令和 4年度佐賀県立高校受検制度について 
一昨年度の受検から県立入試制度は、大きく分けて特別選抜と一般選抜と

なりました。特別選抜は、文化芸術分野やスポーツ分野をさらに伸ばしたい

人が選択し、学業を中心に伸ばしたい場合は一般選抜を受検することになり

ます。高校側が指定している部活動について詳しくは、担任の先生に相談さ

れてください。 

※特別選抜も学力検査 3教科（国・数・英）実施。 

 

【特別選抜】(1)スポーツ推進指定校「競技実績に基づく募集」 

      (2)スポーツ推進指定校「学校希望に基づく募集」 

      (3)文化芸術推進指定校「教育課程に基づく募集」佐賀北芸術科(音楽・美術・書道)等 

       (4)文化芸術推進指定校「学校希望に基づく募集」※吹奏楽(三養基・神埼・鳥栖商)、書道(神埼)等 

  〇試験期日：令和 4年 2月 8日（火）〇検査：学力検査(国・数・英)、実技検査、面接 

  〇合格発表：令和 4年 2月 15日（火）13:00  ※合格した場合、県立高校一般選抜試験は受検不可 

  ※上記（１）（２）（４）の募集については、高校校長から受検を勧める依頼がある場合あり。ただし、学力試験や面 

接、実技テストもあるので、受検勧誘があった場合でも、合格するとは限らない。また、高校から声がかからない場合でも   

受検は可能。 
 
【一般選抜】(1)全日制課程  (2)定時制課程 

  〇試験期日：令和 4年 3月 8日（火）、9日(水)  

〇検査：学力検査（国・理・英・社・数）、面接 

  〇合格発表：令和 4年 3月 15日（火）9:00  

※定員に満たない高校(学科)は二次募集を行うことも有る 

 ※試験当日、急な疾病等で受験ができなかった場合、追検査を 3月 22日(火)  

に行う。(特別な場合のみ) 

 

○故事成語⑬ 
  「故事成語」を紹介して、今回で13回目となります。今回も、よく使うものを紹介します。 
  

推敲 （すいこう） 
【意 味】詩や文章などの語句を何度も練り（ねり）直し、よりよいものにすること 

【由 来】唐（とう）の国の詩人賈島（かとう）は、自分の作品中の語句の「僧は推（お）す月下の門」の一句を 

「僧は敲（たた）く月下の門」にするべきか迷っていた。ロバに乗って考えにふけっていた賈島（かとう） 

は有名な詩人の韓愈（かんゆ）の行列につっこんでしまった。韓愈（かんゆ）は、その非礼（ひれい）を 

怒るどころか、「敲（たた）く」の方がよいと教えてくれたことから、この語ができました。 

（唐詩紀事 とうしきじ） 

学校だより(いしがき) 

  第 ２４ 号   令和 ３ 年  １２ 月 １０ 日    

  文責 . 校長 石橋 節二 TEL９４－２０３８ 

 



〇「箸にも棒にも掛からない」の意味 
   「箸にも棒にもかからない」とは、あまりにもひどすぎて、どうにもこうにも手がつけられないこと。ま 

た、何のとりえもないたとえとして使われます。 

   【使用例】 

1.箸にも棒にもかからないって分かってはいるものの、挑戦だけはしてみたい。 

2.口ばっかりで、箸にも棒にもかからない。 

3.この男は、箸にも棒にもかからない奴だ！ 
 
○天建寺橋について 

   これまで、筑後川の洪水を防ぐ努力について紹介してきましたが、筑後川を直線化したために、川向うに佐 

賀県の土地ができたことについても前回触れました。現在は橋ができていて自由に往来ができますが、昔は渡

し船を使わなければなりませんでした。現在の三根東（旧南成安小）校区に土井外（どいほか）地区や坂口地

区がありますが、その地区の児童生徒は渡し船を使って登下校していました。 

今から 71 年前の昭和 25 年 2 月に、児童 6 名の尊い命が犠牲となる筑後川渡し船転覆事故が起きてしまいま

した。地元みやき町住民として事故の記憶を風化させてはいけないと思い、今回取り上げています。 

 下のパネルは、①山口県知事が六地蔵さん慰霊の新聞記事、②筑後川の蛇行と千栗の土居、水路の直線化（明

治）、③渡船事故と天建寺橋の場所、④当時の渡船（三根町史より）の様子です。 

 事故後、筑後川に橋を造る工事が始まり、初代天建寺橋が 4 年後の昭和 29 年に完成します。現在の橋は、

1999年に完成し、みやき町（佐賀県）と福岡県を結ぶ重要な橋の一つとなっています。 

 

○難解語句 
 
やばい：危険や不都合な状況が予測されるさま。若者の間では、「最高である」「すごくいい」の意にも使われる。 

びびる：恥ずかしがる。また、おじけづく。気持ちが萎縮 (いしゅく) する。 

二の足を踏む：二歩目はためらって足踏みする。思い切れずに迷う。ためらう。しりごみする。 

 
○12月中旬～3月の行事予定   ※太文字は、3 年生入試関係分 

・2学期終業式 12/24（金）                      ・3学期始業式  1/11（火）  

・県内私立高校 推薦・前期試験 1/20（木）     ・県内 私立高校 後期試験 2/3（木） 

・県立高校 特別選抜試験 2/8（火）            ・県立高校 一般選抜試験出願 2/21,22 

・1,2年生学年末テスト2/22（火）24（木）25（金）・佐賀北高校  通信制試験出願 3/2（水）～3/15（火） 

・県立一般選抜試験 3/8（火）、9（水）     ・第75回卒業証書授与式 3/11（金） 

・県立高校一般選抜試験合格発表 3/15（火）     ・令和3年度修了式・職員離任式 3/24（木） 


